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地
震
だ
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が
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梅
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド「
南
高
」

は
、昭
和
40
年（
1
9
6
5
年
）

10
月
29
日
に
種
苗
名
称
登
録
第

１
８
４
号
で
名
称
登
録
さ
れ
て
、

こ
と
し
で
50
年
と
な
り
ま
す
。

　
10
月
29
日
、保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、梅
生
産
者
や
加
工
業
者

な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し「
南

高
梅
誕
生
50
周
年
記
念
式
典
」

を
開
催
し
、梅
産
地
を
築
く
た

め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
人
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、南
高
梅
誕

生
50
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、母
樹「
髙
田
梅
」

を
発
見
し
た
故
髙
田
貞
楠
氏
、

梅
の
優
良
品
種
を
統
一す
る
た
め

の「
梅
優
良
母
樹
調
査
選
定
委

員
会
」の
設
置
を
提
唱
し
た
故

谷
本
勘
藏
氏
、梅
優
良
母
樹
調

査
選
定
委
員
会
の
委
員（
委
員

長
　
故
竹
中
勝
太
郎
氏
、委
員

故
小
山
貞
一
氏
、故
糸
川
國
太
郎

氏
、故
日
置
文
藏
氏
、故
中
松
文

太
郎
氏
、故
中
本
留
吉
氏
）の
ご

遺
族
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
南
高
梅
誕
生
の
軌

跡
」を
ス
ラ
イ
ド
上
映
し
、最
後

に
参
加
者
全
員
で
梅
ジ
ュ
ー
ス
で

乾
杯
し
、長
年
産
地
を
支
え
て

き
た「
南
高
梅
」に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、今
後
ま
す
ま
す
の
梅
産

地
の
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。

南
高
梅
誕
生
50
年

先
人
が
築
い
て
く
れ
た
梅
産
業
を
後
世
に

南高梅誕生の軌跡
内本梅
明治12年頃　実梅の改良に情熱をかけた晩稲の内本徳松は、山林
　から良種を見つけ、これを母樹として繁殖する。（昭和11年、県の天然
　記念物に指定）
内中梅
明治20年頃　晩稲の内本幸二郎が晩稲字下の谷奥・関戸に内本梅
　を植栽し、翌年、内中為七も植栽する。
髙田梅
明治35年　晩稲の髙田貞楠は近所から購入した内中梅の実生苗60
　本を植栽し、その中に紅のかかる優良種を１本発見し、これを母樹とし
　繁殖する。
昭和６年　筋の小山貞一は、髙田貞楠から門外不出の髙田梅の穂木
　60本を譲り受け、接ぎ木苗の育成に努力する。
昭和25年　当時の上南部農協の谷本勘藏組合長の提唱で、梅の優
　良品種を統一するための「梅優良母樹調査選定委員会」を設立し、
　５年間の調査の結果、白玉梅、改良内田梅、薬師梅、地蔵梅、髙田梅、
　養青梅を選抜する。その中でも「髙田梅」は、最も風土に適した最優良
　品種と評価。
昭和38年　積極的に種苗名称登録を推し進めた竹中勝太郎は、地道
　な調査研究に携わった南部高等学校の先生や生徒に対する教育的な
　配慮から、南部高等学校の愛称にちなんで「南高」と命名したい旨を髙
　田貞楠に伝え、了解を得て、申請者：髙田貞楠、名称「南高」で出願する。
南　高
昭和40年　「南高」が農産種苗法第９条の規定により種苗名称登録
　第１８４号で名称登録簿に登録される。

遺族に感謝状贈呈南高梅の軌跡を上映

南高梅の軌跡より
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日
本
体
育
大
学
と

「
ス
ポ
ー
ツ・健
康
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結

一人
ひ
と
り
が「
み
な
べ
の
梅
」Ｐ
Ｒ
隊

ご
贈
答
に
み
な
べ
の
梅
を
！

う
め
振
興
館
は
お
正
月
も
開
館
し
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
を
誘
っ
て
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

　
10
月
28
日
、学
校
法
人
日
本

体
育
大
学
及
び
み
な
べ
町
は
、ス

ポ
ー
ツ
及
び
健
康
づ
く
り
の
分
野

に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る

地
域
資
源
や
教
育
資
源
を
有
効

か
つ
適
切
に
活
用
し
、日
本
体
育

大
学
及
び
み
な
べ
町
の一
層
の
発

展
並
び
に
さ
ら
な
る
社
会
貢
献

を
図
る
こ
と
を
目
的
に「
ス
ポ
ー

ツ・健
康
に
関
す
る
協
定
書
」を

締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
書
に
は
、町
お
よ
び
大
学

の
相
互
協
力
と
し
て
①
学
校・施

設
に
お
け
る
教
育・研
究
及
び
課

外
活
動
②
教
職
員・学
生
生
徒
の

交
流
や
指
導
員
の
派
遣
③
行
事・

イ
ベ
ン
ト
④
施
設
利
用
⑤
健
康

管
理
・
健
康
増
進
や
食
育
推
進

⑥
ス
ポ
ー
ツ
＝
健
康
＝
梅
の
情

報
発
信
の
６
項
目
に
関
す
る
こ

と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

10月29日の
南高梅と同じ誕生日の方に
プレゼントキャンペーン実施中

　期間中、うめ振興館２階受付へお越し
いただき、南高梅と同じ生年月日がわかる
証明書（運転免許証など）をご提示いただ
いた方に、プレゼントをお渡しします。

①10月29日生まれの方
　紀州みなべの梅製品とオリジナルグッズ
②南高梅とまったく同じ昭和40年10月29日
　生まれの方
　紀州みなべの豪華梅製品詰め合わせ
③さらに、その中から抽選で１名の方に
　紀州南部ロイヤルホテルペア宿泊券

プレゼント期間
平成28年10月29日まで

プレゼント内容

お問い合わせ先　
うめ課（℡74－３２７６）

企画運営　紀州みなべ梅干生産者協議会
協賛　ＪＡ紀州・紀州みなべ梅干協同組合 １kg用の新パッケージパッケージ裏面

　
町
で
は
、梅
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の一環

と
し
て
、町
民
の
方
々
が
自
由
に

贈
答
用
な
ど
に
使
え
る
梅
干
し

パ
ッ
ケ
ー
ジ（
化
粧
箱
）を
作
成

し
、販
売
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、１
kg
用
、２
kg

用
、３
kg
用
の
３
種
類
あ
り
、昨

年
合
併
10
周
年
を
記
念
に
１
kg

用
の
新
し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
公
募

し
制
作
し
ま
し
た
。新
し
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
裏
面
に
は
、白
梅
干
し

の
塩
抜
き
の
方
法
な
ど
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
南
高
梅
誕
生
50
周
年
を
迎

え
、さ
ら
に
多
く
の
み
な
さ
ん
に

「
み
な
べ
の
梅
」を
知
っ
て
い
た
だ

き
食
べ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、お

知
り
合
い
の
方
な
ど
へ
の
ご
贈
答

に
、南
高
梅
誕
生
の
地
み
な
べ
町

か
ら
、み
な
べ
の
梅
を
贈
り
ま
せ

ん
か
。

【
パ
ッ
ケ
ー
ジ
販
売
所
】

　
役
場
う
め
課
、高
城
公
民
館
、

清
川
公
民
館
、う
め
振
興
館
、Ｊ

Ａ
紀
州
み
な
べ
営
農
指
導
セ
ン

タ
ー
、Ｊ
Ａ
紀
州
南
部
出
張
所
・

岩
代
出
張
所

【
販
売
価
格
】

●
１
kg
用
　
　
８
０
円

●
２
kg
用
　
１
０
０
円

●
３
kg
用
　
１
２
０
円

（
全
て
税
込
み
）

　
み
な
べ
町
か
ら
全
国
に
梅
情
報

を
Ｐ
Ｒ
す
る
梅
情
報
発
信
基
地・

う
め
振
興
館（
℡
74-

３
４
４
４
）

は
、正
月
三
が
日
も
開
館
し
て
い

ま
す
。

　
開
館
時
間
は
、午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
す（
入
館
料
無

料
）。

　
南
高
梅
と
同
じ
10
月
29
日
誕

生
日
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
実
施
中
で
す
。お
正
月

休
み
を
利
用
し
て
遊
び
に
来
ら

れ
た
お
客
様
な
ど
と一緒
に
、ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、「
み
な
べ
の
梅
」と「
み

な
べ
町
」を
み
な
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
し
て

く
だ
さ
い
。
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臨
時
町
議
会
を

　
　
　開
会
し
ま
し
た

臨
時
町
議
会
を

　
　
　開
会
し
ま
し
た
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10
月
30
日（
金
）、第
３
回
臨

時
町
議
会
が
開
会
さ
れ（
会
期

１
日
）、教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
同
意
と
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）な
ど
議
案
４
件
を
上

程
し
、慎
重
審
議
の
結
果
、原
案

通
り
同
意
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
同
意
】

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
箱
木
英
樹
さ
ん（
清
川・新
任
）

を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。任

期
は
、平
成
27
年
11
月
10
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

　
ま
た
、11
月
11
日
に
教
育
委

員
会
が
開
か
れ
、互
選
に
よ
り
教

育
委
員
長
に
芦
硲
幸
至
さ
ん

（
熊
瀬
川・再
任
）、同
職
務
代
行

者
に
廣
村
勝
利
さ
ん（
東
岩
代・

新
任
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
】

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
２
７
４
万
６
千
円
を
追

加
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
95

億
５
１
９
２
万
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、介
護
保
険
特

別
会
計
の
保
険
給
付
費
の
不
足

分
を
介
護
保
険
特
別
会
計
に
繰

り
入
れ
る
た
め
の
繰
出
金
と
、高

城
診
療
所
の
医
療
用
機
器
と
し

て
心
電
図
検
査
装
置
と
自
動
血

球
計
数
装
置
を
購
入
す
る
費
用

で
す
。

　
財
源
は
、前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
１
２
２
万
５
千
円
を
追

加
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
15

億
１
９
４
２
万
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、在
宅
介
護
福

祉
用
具
購
入
に
対
す
る
給
付
費

で
す
。

　
財
源
は
、国・県
支
出
金
、一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
） 

 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、そ

れ
ぞ
れ
１
５
０
０
万
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
７
億
２

３
２
２
万
３
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
国
道
４２
号
埴
田
地
内
の
歩
道

に
汚
水
管
渠
を
布
設
す
る
た
め

の
工
事
費
用
で
す
。　

　
財
源
は
、前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
と
町
債
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
国
道
４２
号
埴
田
地
内
の
公
共

下
水
道
事
業
汚
水
管
渠
布
設
工

事
実
施
に
伴
い
、水
道
管
の
仮
設

工
事
及
び
本
工
事
を
行
う
費
用

で
す
。　

　

第
３
回

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

　東
吉
田
区
・
木
の
川
区
が
祭
礼
用
具
を
整
備

教育委員
箱木英樹さん

　
平
成
27
年
度
宝
く
じ
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
る
助
成
を

得
て
、東
吉
田
区
と
木
の
川
区
が

祭
礼
用
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
東
吉
田
区
は
屋
台
、屋
台
下

台
、胴
長
太
鼓
、太
鼓
台
、太
鼓

化
粧
回
し
、獅
子
頭
、獅
子
着
物

を
新
調
し
ま
し
た
。

　
木
の
川
区
は
屋
台
下
台
、獅
子

頭
、獅
子
着
物
、太
鼓（
尺
３
）の

新
調
と
高
欄
及
び
太
鼓（
尺
５
）

を
修
復
し
ま
し
た
。

　
両
地
区
と
も
、祭
礼
用
具
を

整
備
し
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
伝
統
文
化
を
後
世
に
伝

え
る
と
と
も
に
、世
代
間
の
交
流

や
地
域
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一
層

深
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
目
的
と
し
て
、地
域
で
行

う
事
業
や
活
動
に
必
要
な
施
設

や
設
備
の
整
備
費
用
を
助
成
す

る
も
の
で
す
。

東吉田区

木の川区

広報みなべ　2015.12

5

　
町
で
は
、ま
ち・ひ
と・し
ご
と
の一

体
的
な
創
生
を
図
っ
て
い
く
国
の

政
策
に
基
づ
き
、将
来
人
口
の
目

標
を
示
す「
み
な
べ
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」と
人
口
ビ
ジ
ョン
を
基
に
、人
口

の
減
少
と
地
域
経
済
の
縮
小
を
克

服
す
る
た
め
の
、今
後
５
か
年
の
目

標
及
び
具
体
的
な
施
策
を
盛
り

込
ん
だ「
み
な
べ
町
ま
ち・ひ
と・し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し

ま
し
た
。

　
合
計
特
殊
出
生
率（
１
人
の
女

性
が一生
に
生
む
子
ど
も
の
平
均

数
）を
現
在
の
１・62
人
か
ら
１・80

人
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、転
出
者

数
が
転
入
者
数
を
上
回
っ
て
い
る

現
状
を
打
開
す
る
た
め
、定
住
促

進
施
策
に
力
を
い
れ
る
な
ど
、町

内
へ
の
転
入
者
数
と
町
外
へ
の
転

出
者
数
の
均
衡
を
図
り
、２
０
６

０
年
の
目
標
人
口
を
９
７
０
０
人

と
す
る
将
来
展
望
を
示
し
ま
し

た
。

み
な
べ
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
す

中
長
期
展
望

●
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る　
生
産
年
齢
人
口
の
層
と
幅
を
増

や
す
た
め
に
、元
気
な
高
齢
者
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
、み
な
べ
町
の

持
つ
魅
力
に
磨
き
を
か
け
る
と
と

も
に
、若
者
が
集
い
活
き
活
き
と

生
活
が
で
き
、若
者
の
活
力
を
活

か
せ
る
仕
事
の
創
造
と
現
状
で
足

り
て
い
な
い
仕
事
分
野
を
開
拓
し
、

子
育
て
も
含
め
、各
々
が
孤
立
し

な
い
よ
う
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

密
に
し
て
、次
の
世
代
へ
続
け
て
い

く
。

●
若
い
世
代
の
仕
事
・
雇
用
、子

育
て
、教
育
を
支
援
す
る
生
活
環

境
の
整
備

　
人
口
減
少
を
克
服
し
、将
来
に

わ
た
り
安
定
し
た
人
口
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、社
会
移
動（
転
入・転

出
）を
均
衡
さ
せ
る
と
と
も
に
、切

れ
目
の
な
い
支
援
に
よ
り
、住
民
が

安
心
し
て
働
き
、若
者
が
希
望
ど

お
り
結
婚
し
、妊
娠
、出
産
、子
育

て
が
で
き
、有
用
な
人
材
を
育
成

で
き
る
社
会
環
境
を
実
現
す
る
。

●
安
全・安
心
な
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

　
人
口
減
少・少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
る
な
か
、活
力
あ
る
ま
ち
で

あ
り
続
け
る
た
め
、地
域
が
直
面

す
る
課
題
を
解
決
し
、住
民
が
将

来
に
わ
たって
安
全・安
心
で
、健
康

的
に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現

す
る
。

　
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
す
人

口・経
済
の
中
長
期
的
展
望
を
踏

ま
え
、４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

そ
の
基
本
的
方
向
と
施
策
の
目
標

達
成
に
む
け
、５
年
後
の
目
標
値

と
し
て
実
現
す
べ
き
重
要
業
績
評

価
指
標（
事
業
ご
と
の
進
捗
状
況

を
検
証
す
る
た
め
に
設
定
す
る
指

標
）を
設
定
し
、目
標
達
成
に
向
け

て
国
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
基
本
目
標
１
】

地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用

を
創
生
す
る

　
み
な
べ
の
梅
消
費
拡
大
施
策
、

商
工
業
者・商
店
街
支
援
施
策
、農

業・林
業・漁
業
振
興
施
策
、総
合

戦
略
策
定
推
進
施
策
に
よ
り
、六

次
産
業
等
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
や
雇
用
の
創
造
を
促
進
し
、安

定
し
た
雇
用
と
若
い
世
代
の
就
業

希
望
に
応
え
る
事
が
で
き
る
雇
用

の
確
保
、維
持
に
取
り
組
む
。

【
基
本
目
標
２
】

地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る

 

観
光
客
誘
客
推
進
及
び
支
援
施

策
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光

振
興
施
策
、移
住・定
住
促
進
施
策

に
よ
り
、み
な
べ
町
の
自
然
や
風

土
、文
化・芸
能
な
ど
町
の
魅
力
を

活
用
し
、観
光
客
に
よ
る
交
流
人

口
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、空
き

家
の
有
効
利
用
な
ど
に
よ
り
町
の

活
性
化
を
図
る
。

【
基
本
目
標
３
】

若
い
世
代
の
結
婚・出
産・子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る

　
結
婚
促
進
施
策
、出
産
支
援
施

策
、子
育
て
支
援
施
策
、奨
学
金
支

援
施
策
に
よ
り
、若
い
世
代
が
希

望
ど
お
り
に
結
婚
し
子
ど
も
が
持

て
る
よ
う
に
、結
婚
か
ら
子
育
て
、

教
育
に
い
た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い

一
貫
し
た
支
援
を
行
う
た
め
の
仕

組
み
を
構
築
す
る
。

【
基
本
目
標
４
】

時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

　
コ
ミュニ
テ
ィ
バ
ス
整
備
施
策
、心

と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
施
策
、

高
齢
者
生
き
が
い
創
造
施
策
、防

犯
推
進
施
策
、防
犯
灯
整
備
促
進

施
策
、町
内
情
報
取
得
の
便
利
化

施
策
、防
災
対
策
支
援
施
策
に
よ

り
、時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く

り
、安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
と
と
も
に
、地
域
の
連
携
に
よ
る

地
域
力
の
向
上
を
図
る
。

　　「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」は
、設
定
し
た
数
値
目

標
等
を
基
に
、施
策
の
進
捗
状
況

や
事
業
の
効
果
を
毎
年
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
て
内
容
を
修
正・変

更
し
な
が
ら
、各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※

み
な
べ
町「
人
口
ビ
シ
ョ
ン
」及

び「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

み
な
べ
町
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」



今年も素晴らしい作品が披露されました
「芸能まつり」・「大展覧会」・「文化展」を開催

NEWS

　10月25日～26日、南部公民館と生涯学習センターで大展覧会、11月３日～４日は
高城公民館で「秋の文化展・菊花展」、清川公民館で「地区文化展」と３日に「地
区運動会」が盛大に開催されました。
　また、11月３日には、文化協会主催で「第11回芸能まつり」が行われ、みなさんの
熱演に、会場から大きな拍手が送られました。
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芸能まつり

南部公民館 生涯学習センター

高城公民館

清川地区運動会

　森惠昭さん（徳蔵）から、14歳で軍隊に志願し、70年前に復員された日と同じ
日の８月26日に、「町の将来を担う子どもたちのために使ってほしい」と多額のご
寄付をいただきました。ご寄付は、生涯学習推進基金に積み立て、今後子どもた
ちの教育のために役立たせていただきます。ありがとうございました。

　秋の叙勲で、元みなべ町消防団長　荒堀和雄さん（山内）が、消防功労に
より瑞宝単光章を受章されました。
　荒堀さんは、昭和49年に旧南部町の消防団に入団以来、約40年間にわたり
昼夜を問わず防災活動等に携わられ、町民の安心・安全な生活を守るためにご
尽力いただきました。その功績に対し授与されたものです。おめでとうございます。

「トリック・オア・トリート　お菓子ちょうだい」
子どもたちの元気な声が、商店街のあちらこちらから

瑞宝単光章を受章
元みなべ町消防団長　荒堀和雄さん

森惠昭さんに町長から感謝状を贈呈
子どもたちのためにと多額のご寄付をいただきました

　10月24日、「ハロウィンパーティー2015」が開催され、子どもたちなど約２
００名が参加し、お姫様やキャラクターの格好で、自分の班のシールを
張ったお店でお菓子をもらいながら、商店街をパレードしました。
　主催のおかみ元気会は、子どもや若い世代の方たちが地域のみなさ
んとふれあいながら商店街を巡り、地域やお店を知り、親しみを感じ、今
後もお店を利用してもらうことで、地域や商店街が活性することを願って
毎年開催しています。

「より高く、より遠くへ…」　練習の成果を発揮！

≪男子≫
●８０ｍＨ（５･６年生共通）第４位＝坂本一樹さん、第５位＝福島大起さん
≪女子≫
●走り高跳び（５･６年生共通）第５位＝土井莉央さん
●走り幅跳び（４年生以下）第６位＝大川菜々未さん

　11月3日、田辺スポーツパーク陸上競技場で、平成27年度和歌山県小学生秋季陸上競技選手権大会が開催され、
みなべＡＣの選手が出場し、次の皆さんが入賞しました。
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みなべＡＣのこどもたち



　稲作の到来から二千数百年、
日本人にとっては苦労も喜びも共
にしてきた同志のような「稲」。稲
と日本人の歴史を、作者は十数
年かけて、見事な絵本に仕上げ
ました。野生種から始まって、飢
饉、水争い、品種改良の歩みな
ど、家族で読みたい一冊です。
●信じられない現実の大図鑑
（キンダースリー 編著）●テレビ
を発明した少年（クルル）●ずか
ん　さなぎ（鈴木知之）●管理
栄養士の一日●食品添加物
キャラクター図鑑（左巻健男）
●しっぽのひみつ（今泉忠明 監
修）●かこさとし　あそびずかん
　あきのまき（かこさとし）●北風
のうしろの国　上下（マクドナル
ド）●ゆきのよあけ（あべ弘士）
●もぐもどうぶつえん（なかのひろ
み）

 週に一度、患者の“リクエスト
食”を作るホスピスがあります。子
どもたちが大好きだった天ぷら、
故郷の海を思い出す鮨、家族で
囲んだすき焼き…。料理にまつわ
る思い出を紹介しながら、ひとり
ひとりに寄り添うスタッフの思いを
伝えます。
●運命の花びら　上下（森村
誠一）●ウォーク・イン・クローゼッ
ト（棉矢りさ）●ナプキン・ノート
（ガース・キャラハン）●私的読食
録（堀江敏幸・角田光代）●１６
歳からの交渉力（田村次朗）
●科学者は戦争で何をしたか
（益川敏英）●体質改善のため
の薬膳（辰巳洋）●笑顔が未来
をつくる　私のスケート人生（鈴
木明子）●衣装部屋へようこそ
（祐真朋樹）

ゆめよみ館・子ども向け ゆめよみ館・大人向け

　掃除、洗濯、料理、美容に、重
曹と酢は大活躍。いろんな洗剤
や、美容クリームを買うより経済的
で、人にも地球にもやさしい。この
本では、重曹と酢の効果的な使
い方をわかりやすく紹介していて、
すぐやってみたくなります。年末の
大掃除にもお役立ちの一冊です。
●仙台ぐらし（伊坂幸太郎）
●メディアにむしばまれる子どもた
ち 小児科医からのメッセージ（田
澤雄作）●大阪　鶴橋・生野　
コリアタウンに行こう（あんそら）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
12月９日（水）午後３時から

 今年も残すところわずかとなり、一年の締めくくりやお正月の
準備に忙しい毎日です。掃除のコツや年賀状、行事としきたり
の本などを紹介します。

「年の瀬」1階

　おさるさんの出てくる話は、昔からいろいろありますね。いた
ずらなおさる、りこうなおさる、ほかにも、どんなおさるがいるで
しょう？　どうぞ、ごらんください。

「来年はぼくの年」2階

甲斐信枝（福音館書店）
稲と日本人

１日（火）休館（館内整理日）

２日（水）パッチワーク作品展（～13日）

５日（土）わくわくタイム（10:30～）

　　　 おはなし会（14:00～）

 ７日（月）休館

10日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）

　　　　（10:30～）

12日（土）おはなし会（14:00～）

14日（月）休館

19日（土）冬休み　おはなし会

　　　　（14:00～）

21日（月）休館

24日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）

　　　　（10:30～）

26日（土）ビデオ上映会（10:30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

28日（月）～1月4日（月）休館

　　　　（館内整理日含む）

ゆめよみ館・12月のカレンダー

●だーれもいない　だーれもい
ない（片山健）●ことらちゃんの
冒険（石井桃子）●ダンボール
で作る おもしろ自動販売機（大
野萌菜美）

冬休み おはなし会

第12回 読書講演会「もしも、日本語がなかったら」

12月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信
　南部公民館の「小学生のためのパッチワーク教室」と「パッチ
ワーク教室」の合同作品展です。素敵な作品をご覧ください。

　絵本、歌、くじびきで楽しくすごしましょう♪

午後２時開演（午後１時30分開場）
場所　ふれ愛センター　プララホール
　※詳しくはゆめよみ館（℡72‐1410）へ
　　お問い合わせください。

青
山
ゆ
み
こ（
幻
冬
舎
）

岩
尾
明
子 

監
修（
主
婦
の
友
社
）

日時　12月2日（水）～13日（日）
場所　ゆめよみ館　１階展示コーナー
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パッチワーク作品展

日時　12月19日（土）　午後２時～
場所　ゆめよみ館　2階 会議室

講師　アーサー・ビナード氏（詩人）
日時　平成28年１月31日（日）

人
生
最
後
の
ご
馳
走

重
曹
と
お
酢
で
す
っ
き
り
暮
ら
す

年
始
の
ご
み
収
集・年
末
年
始
の
し
尿

　
　
　
　
　
　
収
集
業
務
は
お
休
み
で
す

ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接
持
ち
込

み
は
、　
月
31
日
午
前
11
時
ま
で

　
ご
み
収
集
業
務
は
、１
月
１
日

（
金
）か
ら
１
月
３
日（
日
）ま
で

は
休
み
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接
持
ち

込
み
は
、12
月
31
日（
木
）午
前

11
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、12
月
23
日（
水・祝
日
）

は
、ご
み
収
集
業
務
及
び
ご
み
焼

却
場
への
直
接
持
ち
込
み
の
受
け

付
け
は
、平
常
ど
お
り
行
い
ま

す
。

分
別
の
徹
底
を
お
願
い

　
年
末
に
な
る
と
、例
年
た
く
さ

ん
の
ご
み
が
出
さ
れ
ま
す
。ご
み

の
分
別
の
徹
底
と
、家
の
片
付
け

な
ど
は
な
る
べ
く
お
早
め
に
さ

れ
、計
画
的
に
ご
み
を
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、ご
み
の
再
利
用
・
再
資

源
化
を
図
り
、ご
み
の
減
量
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、穴
を
あ
け

て
！

　
全
国
的
に
ご
み
焼
却
場
に
お

い
て
、搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
中
に

ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
爆
発
性
の
物

が
混
入
し
、破
砕
機
内
で
破
砕

中
に
引
火
、爆
発
す
る
事
故
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
を
使
用
す
る
機
会
も
増
え

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
ご
み

と
し
て
出
す
場
合
に
は
、必
ず
使

い
き
り
、内
容
物
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
、資
源
ご
み（
缶
、

金
属
類
）で
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

（※

穴
を
開
け
る
時
は
、屋
外
で

行
って
く
だ
さ
い
。）

年
末
の
し
尿
収
集
業
務
は
、12

月
28
日
ま
で

　
し
尿
収
集
業
務
は
、年
末
は

12
月
28
日（
月
）ま
で
、年
始
は
、

来
年
１
月
６
日（
水
）か
ら
行
い

ま
す
。

12

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ
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生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー 

１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー 

１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

第
４
回
定
例
会
は
、12
月
11
日
開
会
予
定

　
今
年
を
締
め
く
く
る
第
４
回

定
例
会（
12
月
議
会
）は
、12
月
11

日（
金
）か
ら
開
会
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
こ
の
議
会
で
は
、町
が
行
う
事

業
な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が
質
問

す
る「一般
質
問
」や「
議
案
審
議
」

な
ど
、私
た
ち
の
生
活
に
関
連
し

た
大
切
な
事
柄
が
審
議
さ
れ
ま

す
。

　
年
末
何
か
と
お
忙
し
い
と
は
思

い
ま
す
が
、ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
て

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、本
会
議
の
様
子
は
、パ
ソ

コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
な
べ
町
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
」か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
の
日
程
に
つい
て
は
、後
日

町
内
一
斉
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。く
わ
し
く
は
、議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
役
場
の
業
務
は
、12
月
29
日

（
火
）か
ら
１
月
３
日（
日
）ま
で

休
み
と
な
り
ま
す
。新
年
１
月

４
日（
月
）か
ら
通
常
業
務
を
行

い
ま
す
。

　
休
み
の
間
は
、職
員
が
交
代

で
日
直
に
あ
た
り
ま
す
。〔※

休

み
の
期
間
中
で
も
、出
産
、婚

姻
、死
亡
等
の
届
出
は
受
け
付

け
ま
す
。〕

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
、役
場
の
業
務
は
休
み
と
な
り
ま
す
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教
育
学
習
課（
℡
７4
ー 

２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー 

２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

●
日
時
　
12
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
、安
心
し

て
、よ
り
良
く
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、町
で
は
２
ヶ
月
に
１
回（
偶

数
月
）に
、消
費
生
活
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員（
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）が
、

▽
訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ

ブ
ル

▽
商
品
の
苦
情

▽
生
活
の
知
識

な
ど
、消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
22
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５

　
　
　
　
時
の
間
で
順
次

●
場
所
　
役
場
２
階
　
会
議
室

●
申
込
先
　
産
業
課
　

●
申
込
締
切
　
12
月
17
日（
木
）

　
町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

は
、農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返

済
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
、農
業
資
金
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
農
業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と

な
ら
、何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。相
談
は
、日
本
政
策

金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個
別
相

談
方
式
で
行
い
ま
す
の
で
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。安
心

し
て
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

世帯人員
1人
２人
３人
４人
５人
６人
７人

基準額 世帯所得
合計額

１７８万円
２８２万円
３２８万円
３５５万円
３８２万円
４０２万円
４２２万円

消
費
生
活
相
談
会

町
奨
学
金
貸
付
基
金
の

来
年
度
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

農
業
資
金
相
談
会

消
費
生
活
相
談・農
業
資
金
相
談
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、

産
業
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
向
学
心
が
あ
り
、が
ん

ば
って
勉
学
に
励
ん
で
い
る
が
、経

済
的
に
苦
し
く
学
費
を
ま
か
な

う
こ
と
が
困
難
な
町
内
の
生
徒

や
学
生
に
対
し
て
、奨
学
金
貸
付

基
金
か
ら
修
学
の
た
め
の
経
費
の

一部
と
し
て
奨
学
金
の
貸
し
付
け

を
お
こ
な
って
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
も
、12
月
１
日

か
ら
、次
の
と
お
り
新
規
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
の
で
、貸
し
付
け

を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
そ
れ
ぞ
れ
の
奨
学
金
額（
月

額
）と
対
象
と
な
る
学
校

【
奨
学
金
額
　
１
万
５
千
円
以

内
】

○
高
等
学
校
○
専
修
学
校
高
等

課
程
○
高
等
専
門
学
校（
１
〜

３
年
生
）　

【
奨
学
金
額
　
４
万
円
以
内
】

○
専
修
学
校
専
門
課
程
○
高
等

専
門
学
校（
４
〜
５
年
生
）○
短

期
大
学
○
大
学
○
大
学
院

※

専
修
学
校
は
、文
部
科
学
省

か
都
道
府
県
知
事
が
認
可
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

■
対
象
者

　
対
象
学
校
へ
入
学
す
る
生
徒

や
学
生
、ま
た
は
在
校
生
で

①
希
望
者
の
保
護
者
が
、町
内
に

在
住
し
て
お
り
、世
帯
所
得
が
基

準
額
内
で
あ
る
こ
と
。ま
た
、町

税
や
水
道
料
金
な
ど
の
公
共
料

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
学
資
金
、母
子
及
び
寡

婦
福
祉
資
金
の
修
学
資
金
、和

歌
山
県
高
等
学
校
定
時
制
及
び

通
信
制
課
程
修
学
奨
励
金
、生

活
福
祉
資
金
貸
付
金
の
教
育
支

援
費
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。

■
申
し
込
み
方
法

　
申
込
書
と
合
格
通
知
書（
写

し
可
）を
教
育
学
習
課
総
務
係

（
谷
口
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。在
学
生

は
、申
込
書
と
在
学
証
明
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
、教
育
学
習
課
に

あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限
　

　
平
成
28
年
４
月
25
日（
月
）

　
午
後
３
時
ま
で

■
所
得
基
準
額

※

世
帯
人
員
が
８
人
以
上
の
場

合
は
、１
人
増
す
ご
と
に
７
人
の

基
準
額
に
20
万
円
を
加
算
す

る
。

■
採
用
の
決
定

　
貸
与
基
準
を
満
た
し
た
方
の

中
か
ら
、選
考
委
員
会
で
選
考
の

上
、決
定
し
通
知
し
ま
す
。
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「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
て
い
ま
す

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
先
発
医
薬
品（
新
薬
）の

特
許
が
終
了
し
た
後
に
発

売
さ
れ
る
、先
発
医
薬
品
と

同
等
の
品
質
・
有
効
性
・
安

全
性
を
も
つ
と
国
か
ら
認
め

ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。開
発

費
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、先

発
医
薬
品
よ
り
低
価
格
で

提
供
さ
れ
経
済
的
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、ジェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
使
用
し
た
場
合
、１
か
月

の
自
己
負
担
額
が
２
０
０
円
以

上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

方
を
対
象
に
、11
月
下
旬
か
ら

12
月
上
旬
に
か
け
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら

せ
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
額
の

軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改
善

に
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普

及
が
重
要
で
す
。こ
の
機
会
に
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、こ
の
お
知
ら
せ
は
、現

在
処
方
を
受
け
て
い
る
お
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
た
場
合
に
自
己
負
担
額
が
軽

減
で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る

も
の
で
、切
り
替
え
を
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
薬
に
よ
っ
て
は
、切
り
替
え

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、か
か
り
つ
け
の
医
師
又
は

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

 

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
通
話
無
料
）

　
０
１
２
０
│
53―

０
０
０
６

●
発
行
元

 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合

　
和
歌
山
市
吹
上
２
丁
目
１
番

　
22
号
　
日
赤
会
館
９
階

　
℡
０
７
３
│
４
２
８
│
６
６
８
８

　
戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、今

日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠

牲
に
思
い
を
い
た
し
、国
と
し
て

改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た

め
、国
が
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給
い
た
し
ま

す
。

●
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準

日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法（
以
下
援

護
法
）に
よ
る
遺
族
年
金
」な
ど

を
受
け
る
方（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
等
）が
い
な
い
場
合
に
、次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お一人
に
支
給
し
ま
す
。

１
　
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に「
援
護
法
」に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
戦
没
者
等
の
①
父
母
、②

孫
、③
祖
父
母
、④
兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

４
　
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦

没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、姪
な
ど
）

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
、引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。 

●
支
給
内
容

　
第
10
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債

券
　
額
面
25
万
円（
５
年
償
還

の
記
名
国
債
） 

●
請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

●
請
求
先
　
住
民
福
祉
課

●
請
求
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑
　

○
本
人
確
認
で
き
る
も
の（
免
許

証
、保
険
証
な
ど
）

※

添
付
書
類
と
し
て
の
戸
籍
抄

本
等
の
費
用
が
必
要
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
第
10
回
特
別
弔
慰
金
」の
ご
案
内

「
第
10
回
特
別
弔
慰
金
」の
ご
案
内

「
第
10
回
特
別
弔
慰
金
」の
ご
案
内

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

●
日

　時

　
12
月
15
日（
火
）

　
午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

●
相
談
場
所

　
西
牟
婁
振
興
局

　
田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
23―
１

●
相
談
内
容

　
弁
護
士
及
び
県
民
相
談
員
に

よ
る
法
律
相
談
、行
政
相
談
、そ

の
他
一般
相
談

※

相
談
に
関
す
る
参
考
資
料
等

が
あ
れ
ば
当
日
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

●
予
約
受
付

　
12
月
１
日（
火
）か
ら

●
予
約
先

　西
牟
婁
振
興
局
総
務
県
民
課

へ
電
話
予
約（
先
着
10
名
）

　
℡
26―

７
９
０
９

移
動
県
民
相
談

開
催
の
お
知
ら
せ
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実
地
調
査
等
へ
の

協
力
の
お
願
い

実
地
調
査
等
へ
の

協
力
の
お
願
い

申
告
さ
れ
な
い
方
、又
は

虚
偽
の
申
告
を
さ
れ
た
方

申
告
さ
れ
な
い
方
、又
は

虚
偽
の
申
告
を
さ
れ
た
方

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

　
固
定
資
産
税
は
、土
地・家
屋

の
ほ
か
に
償
却
資
産（
土
地
や
家

屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
資
産
）に
つ
い
て

も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
個
人
や
法
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、地
方
税

法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、

毎
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）現

在
の
所
有
状
況
等
を
資
産
の
所

在
す
る
市
町
村
長
に
申
告
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資

産
に
該
当
し
、固
定
資
産
の
課
税

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
に

お
い
て
、み
な
べ
町
で
土
地
や
家

屋
以
外
の
事
業
用
の
資
産（
構
築

物
、機
械
、備
品
な
ど
）を
お
持

ち
の
方
は
、申
告
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、平
成
27
年
度
に
申
告

を
さ
れ
た
方
、平
成
27
年
中
に
新

た
に
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た
方

等
に
は
、申
告
に
必
要
な
書
類
を

12
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

　
新
た
に
申
告
が
必
要
と
な
る

方
で
申
告
書
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、郵
送
し
ま
す
の
で
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
次
の
も
の
は
、申
告
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

●
自
動
車
税
、軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
も
の

●
無
形
減
価
償
却
資
産（
特
許

権
、営
業
権
、商
標
権
、ソ
フ
ト

ウ
ェア
な
ど
）

●
繰
延
資
産（
開
業
費
、試
験
研

究
費
な
ど
）

●
絵
画
、骨
董（
た
だ
し
、複
製
の

よ
う
な
も
の
で
装
飾
的
な
目
的

の
み
に
使
用
し
て
い
る
も
の
は
対

象
と
な
り
ま
す
）

　
正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
さ

れ
な
い
場
合
は
、地
方
税
法
第
３

８
６
条
の
規
定
に
よ
り
過
料
を

科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、

同
法
第
３
６
８
条
の
規
定
に
よ

り
不
足
税
額
に
加
え
て
延
滞
金

を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、期
限
ま
で
に
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

 

ま
た
、虚
偽
の
申
告
を
さ
れ
ま

す
と
、地
方
税
法
第
３
８
５
条
の

規
定
に
よ
り
罰
金
等
を
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、地
方
税
法
第
４
０

８
条
の
規
定
に
基
づ
き
、順
次
実

地
調
査
等
を
行
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、適
性
・
公
正
な
課
税

を
確
保
す
る
た
め
、申
告
内
容

を
詳
細
に
点
検
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、調
査

依
頼
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、調
査
に
対
し
て
不
協
力

等
の
場
合
は
、地
方
税
法
３
５
４

条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
、税
務

署
で
国
税
資
料
の
閲
覧
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
実
地
調
査
等
の
結
果
に

よ
って
は
、遡
って
税
額
を
更
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税・償
却
資
産
の
正
し
い
申
告
を
！

小
型
特
殊
自
動
車
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

コ
ン
バ
イ
ン・
田
植
機
等
は
、小
型
特
殊
自
動
車
で
す

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
乗
用
装
置

の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー・コ
ン
バ
イ
ン・

田
植
機
等
は
、小
型
特
殊
自
動

車
に
該
当
し
、軽
自
動
車
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
小
型
特
殊
自
動
車（※

左
表
一

覧
）を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

地
方
税
法
第
４
４
７
条
及
び
み

な
べ
町
税
条
例
第
87
条
の
規
定

に
よ
り
申
告
義
務
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、軽
自
動
車
税
の

申
告
を
し
て
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
書
類
等

１
　
販
売
店
か
ら
購
入
の
場
合

①
所
有
者
の
印
鑑

②
販
売
証
明
書（
販
売
店
の
押

印
、車
台
番
号
、メ
ー
カ
ー
等
の

記
載
が
あ
る
も
の
）

２
　
１
以
外
の
場
合

　
譲
り
受
け
た
り
、以
前
か
ら

所
有
し
て
い
る
方
な
ど
は
、税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

種
類

構
造
及
び
原
動
機

大
き
さ
及
び
最
大
速
度

フォークリフト、ショベル
ローダ、タイヤローラ、
ロードローラ、グレータ、
ロードスタビライザ等、国
土交通大臣の指定する構
造のカタピラを有する自
動車及び国土交通大臣の
指定する特殊な構造を有
する自動車

車両の長さ4.7m以下

車両の幅1.7m以下

車両の高さ2.8m以下

最高速度15Km/h以下

5,900円

農耕トラクター、農業用薬
剤散布車、刈取脱穀作業
車（コンバイン）、田植機
及び国土交通大臣の指定
する農耕作業用自動車
（乗用装置のあるものに
限ります。）

最高速度35Km/h未満

2,400円

小型特殊自動車とは

特殊自動車種
類

税
額

構
造
及
び
原
動
機

大
き
さ
及
び
最
大
速
度

農耕用作業車
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12
月
26
日
〜
30
日
　

町
消
防
団
に
よ
る
年
末
警
戒
を
実
施
し
ま
す

 

町
民
の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て

越
年
で
き
る
よ
う
に
と
、毎
年
12

月
26
日
か
ら
12
月
30
日
ま
で
の

５
日
間
、消
防
車
で「
火
の
用
心
」

の
注
意
喚
起
を
し
て
、各
地
区
の

警
戒
に
あ
た
って
い
ま
す
。

　
年
末
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、

ま
た
、季
節
柄
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
な
り
、火
災
発

生
の
危
険
性
も
増
大
し
ま
す
。

　
消
防
団
で
は
、皆
さ
ん
の
防
火

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

事
故
の
防
止
や
災
害
の
早
期
発

見
の
た
め
、不
審
人
物
は
い
な
い

か
、家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
が
置
か
れ
て
い
な
い
か
な
ど
の

チ
ェッ
ク
も
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
の
出
初
め
式
は
、

１
月
５
日（
火
）に
行
い
ま
す

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、町
内
各
分
団
の
消
防
団
員

が一堂
に
会
し
、防
災
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
す
。

●
日

　時

　
平
成
28
年
１
月
５
日（
火
）

　
午
前
９
時
か
ら

※

午
前
８
時
に
町
内
防
災
行
政

無
線
か
ら
、消
防
団
員
招
集
の
た

め
の
サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま
す
の

で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

●
場

　所
　

　
町
民
広
場（
気
佐
藤・南
部
川

河
川
敷
）※

雨
天
の
場
合
は
、南

部
小
学
校
体
育
館

　
な
お
、式
終
了
後
、須
賀
橋

（
西
本
庄
）付

近
の
河
川
敷
へ

移
動
し
て
、放

水
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

成
人
式
で
、な
つ
か
し
い
仲
間
と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

●
日

　時

　

　
平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）

　
昼 

12
時
30
分
〜  

受
付

　
　 

13
時
00
分
〜 

式
典
開
始

●
会

　場

　
紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　
当
日
は
、式
典
の
後
、新
成
人

実
行
委
員
会
の
企
画
運
営
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課

成
人
式
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

祝
　
新
成
人
の
み
な
さ
ま
へ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

「きのくにフレンズ」募集！平成
28
年度

委嘱期間　
　平成28年４月１日～平成29年３月31日（１年間）
募集人数　３名
業務内容　観光ＰＲ活動
資　　格
　和歌山県内在住又は出身の満18歳以上（平成28年３月31日現在、高校生除
　く。）で、協調性に富み、明朗で健康な方。性別問わず。ほか
　※委嘱期間であっても、きのくにフレンズとしてふさわしくないと判断した場合
　は、委嘱を取り消すことがあります。
応募方法
　①提出書類　履歴書（市販の用紙）
　②提出先（郵送又は持参）　
　　〒６４０－８５８５　和歌山市小松原通１丁目１　観光振興課内
　　（公社）和歌山県観光連盟　キャンペーンスタッフ係
　③応募締切　平成28年２月5日（金）まで（必着のこと）
　④そ の 他
　　応募書類は、採否にかかわらず返却しません（個人情報は厳守します）。
審査方法　
　●面接審査　午前 ： 第１次審査、午後 ： 第２次審査
　●審 査 日　平成28年２月13日（土）
　●面接会場　和歌山県民文化会館４階
　　和歌山市小松原通り1丁目1　

　和歌山県観光連盟では、メディア等への対応や観光キャンペーン
でＰＲを行っていただく「きのくにフレンズ」を募集しています。

募集内容等くわしくは、（公社）和歌山県
観光連盟　キャンペーンスタッフ係
（℡０７３－４４１－２７７６）までお問い合
わせください。

平成27年度きのくにフレンズ

大勢お越しください。（入場無料）
日時　１２月２３日（水・祝日）
　　　午後1時30分より
場所　南部公民館（片町）
主催　みなべ町ジュニアバンドクラブ、
　　　ピッコロ合唱団、プラムコーラス（3団体合同）

2015わくわくクリスマスコンサート♪2015わくわくクリスマスコンサート♪
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労働保険に入っていますか？
　厚生労働省の所管する労働保険とは、労働者災害補
償保険（一般に「労災保険」という。）と「雇用保険」との
総称で、保険給付は各保険制度で別に行われますが、保
険料の徴収等については、原則的に一体のものとして取
り扱われます。
　労働保険は、農林水産業の一部を除き、労働者（パー
ト、アルバイト等を含む）を一人でも雇用している事業主
は、すべて加入が義務付けられており、成立手続きを行
う必要があります。

　林退共制度に加入していたが、退職金をまだ受け取って
いない方を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共へ加入
していたか分からない方についてもお調べいたします。
　また、罹災された共済契約者及び被共済者のみなさま
に対し、各種手続き（共済手帳の紛失、退職金の請求など）
の必要が生じた場合は、できうる限りの範囲において速や
かに対応したいと考えておりますので、最寄りの支部また
は本部へお問い合せ、ご相談ください。

　それぞれの個性や生き方の違いを大切にして、全ての
人の人権が尊重される豊かな社会をつくりましょう。

　困りごと、心配事でお悩みの方は、お気軽にご相談くだ
さい。相談は無料で、秘密は守られます。
《受　付》
月～金曜日（12月29日～1月３日・休日を除く）
午前８時30分から午後５時15分まで
《面談による相談窓口》
和歌山地方法務局田辺支局（田辺市文里１丁目11－９）
《電話による相談窓口》
●子どもの人権についての専用相談電話　
　子どもの人権１１０番　☎０１２０－００７－１１０
●女性の人権についての専用相談電話
　女性の人権ホットライン　☎０５７０－０７０－８１０
●全国共通人権相談ダイヤル
　みんなの人権１１０番　☎０５７０－００３－１１０

加入手続きなどの詳細につきましては、和歌山労働局ま
たは最寄りの労働基準監督署、ハローワーク（公共職業
安定所）にお問い合わせください。
●田辺労働基準監督署（℡２２－４６９４）
●ハローワーク田辺（℡２２－２６２６）

　労働者が業務上の事由または通勤によって負傷した
り、病気に見舞われたり、不幸にも死亡された場合に、被
災労働者や遺族の生活を保護するため必要な保険給付
を行うものです。

　労働者が失業した場合及び労働者について雇用の継
続が困難となる事由が生じた場合に、労働者の生活及
び雇用の安定を図るとともに、再就職を促進するため必
要な給付を行うものです。

事業主のみなさまへ！事業主のみなさまへ！

労災保険とは

雇用保険とは

陸・海・空 自衛官候補生
採用試験のお知らせ
陸・海・空 自衛官候補生
採用試験のお知らせ

●身　　分　特別職国家公務員
●応募資格　採用予定月の１日現在、18歳
　　　　　　　以上27歳未満の男子
●試 験 日　12月12日（土）
●試験場所　自衛隊和歌山地方協力本部
　　　　　　　（和歌山市）
●申込受付　12月11日（金）まで　

自衛隊御坊地域事務所
（御坊市湯川町小松原410-1　丸仁第１ビル１階）
　　0738-23-0020
   　070-6589-0327　070-6591-1010
　

特例退職手当（任期満了毎に特例退職手当を支給）

コース
陸上自衛官

（1任期目：1年9ケ月）
海上・航空自衛官

（1任期目：2年9ケ月）

１任期

２任期

累　計

約５４万円

約１３８万円

約１９２万円

約９０万円

約１４３万円

約２３３万円

くわしくは、下記までお問い合せください。

林業退職金共済制度（林退共）のお知らせ

林業の仕事をしていたことは
ありませんか？

【お問い合わせ先】

TEL０３－６７３１―２８８７　FAX０３－６７３１―２８９０
※くわしくはホームページでもご案内しています。

独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部

12月４日～10日は「第67回人権週間」
考えよう  相手の気持ち  育てよう  思いやりの心

人権相談窓口

℡
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なわとび大会、サンタクロース大作戦の
くわしくは、教育学習課（℡７４－３１３４）へお問い合わせください。

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

サンタクロース大作戦ｉｎみなべ
　ワクワク・ドキドキ。もうすぐお楽しみのクリスマス！
　今年も、青年クラブみなべが、サンタクロースに変装して、保護
者の方から事前にお預かりしたクリスマスプレゼントを、お子さん
に直接お届けします。
　ぜひ大作戦に応募して、子どもたちにすてきな思い出を残してあ
げてください。

※プレゼントは、各保護者がご用意ください。
※申し込み受付は、先着20世帯までとさせていただきます。
※申し込み期間以降の申込受付はできません。

町内の６歳以下（未就学児）のお子さんとおうちの方
★対象者

１２月２４日（木）午後７時～８時３０分
★プレゼントのお届け日　

１世帯５００円
★お届け料金

12月１日（火）～11日（金）午後5時までに、申込書、
お届け料金、プレゼントを教育学習課（生涯学習センター１階）
まで持参してください。

★申し込み方法　

青年クラブみなべ主催青年クラブみなべ主催青年クラブみなべ主催青年クラブみなべ主催

★日　　時　１２月１９日（土）　午前９時から
★場　　所　南部小学校体育館
★参加対象　子どもから大人までなわとびが好きな人、
　　　　　　だれでも参加できます。
★部　　門　【個人飛びの部】
　　　　　　◎１重跳び（３分） ◎２重跳び
　　　　　　【ふれあいなわとびの部】
　　　　　　◎ペア跳び ◎みんなでジャンプ（大縄） ◎ダブルダッチ（体験会）

★申込締切　１２月１１日（金）
★申込み先　お近くの各公民館へ
＊希望により送迎もあります（申込必要）

第10回 みなべ町なわとび大会



あなたの歯 大丈夫ですか

田辺市高雄一丁目・田辺市民総合センター内、
℡26－4909
◆診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間　9：00～11：30、13：00～17：00　

定期健診で、歯周病の早期発見・早期治療を
　歯を失う原因は、虫歯約３割、歯周病約４割となって
います。
　歯周病の早期発見や早期治療のためには、定期
的に歯科健診を受けることが大切です。かかりつけの
歯科医院で、できるだけ半年に一度は、健診を受ける
ようにしましょう。
　尚、今年度40歳、50歳、60歳、70歳になる方に無料
の「歯周疾患検診受診券」を今年４月に送っていま
す。まだ受診されていない方はぜひ受診してください。

「無料クーポン券」で
もう検診を受けましたか

　対象者の方には、５月に「無料クーポン券」を郵送してい
ます。クーポン券を使って、ぜひこの機会に子宮・乳房検診
を受けてください。
　クーポン券の有効期間は、平成２８年３月３１日までです。

　日本脳炎予防接種は、４回の接種が必要です。接種を希
望される方は、ふれ愛センターまでお問い合わせください。

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

高城保育所　（℡75-2044）４日（金）10：00～11：00
愛之園保育園（℡72-2371）８日（火）10：00～10：50
上南部保育所（℡74-3022）８日（火）・22日（火）10：00～11：00

トレーニング教室

12月４日（金）・11日（金）・18日（金）25日（金）
18：00～21：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽し
い体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。

場所：はあと館（社会福祉センター）

お外で自由遊び

愛之園保育園（℡72-2371）22日（火）10：00～10：50
南部保育所　（℡72-4520）24日（木）10：00～11：00
高城保育所　（℡75-2044）24日（木）10：00～11：00
清川保育所　（℡76-2251）24日（木）10：00～11：00　

クリスマス会

４・１０か月児健診
（平成27年2月・8月生まれ） 12月15日（火）12：45～13：15

１歳６か月児健診
（平成26年5月・6月生まれ） 12月９日（水） 12：45～13：15

３歳６か月児健診
（平成24年5月～7月生まれ）12月16日（水）12：45～13：15

健診名（対象乳幼児） 実　施　日 受付時間

年末年始（12月30日～1月3日）
もし、急病になったら・・・・

田辺広域休日急患診療所へ田辺広域休日急患診療所へ

高校３年生相当のみなさまへ
日本脳炎予防接種はお済みですか
対象者　平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれ
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（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

12月10日（木）〔南部ライオンズクラブ・町 共催〕
  9：00～10：30　堺漁港
 11：30～13：00　ミナベ化工㈱様
 14：30～16：30　はあと館前（片町）
1月3日（日）〔南部ライオンズクラブ主催〕
 9：30～12：00／13：00～16：00
 バリューハウス南部店様前
田辺赤十字血液センターからお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人である
ことを証明できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

にご協力をお願いします

知って得する健康講座
「高血圧・循環器疾患の管理

「我ら梅の里 寝込まんず」
13期生募集！

☆講演会前後で、血圧測定、健康相談も行ないます。

問い合わせ先　ふれあいセンター（☎７４－３３３７）

介護予防運動教室

～子どもから高齢者までの減塩の重要性～」～子どもから高齢者までの減塩の重要性～」

～白浜のクアハウスで、リフレッシュ！～～白浜のクアハウスで、リフレッシュ！～
「みなべ・おたっしゃ倶楽部」のご案内みなべ町介護予防事業

　「みなべ・おたっしゃ倶楽部」は、クアハウス白浜を利用し
て、室内プールでの水中ウォーキングや筋力トレーニングな
ど、さまざまなエクササイズを行い、運動機能の維持・向上を
図る事業です。
　住み慣れた地域で、楽しくいきいきと過ごすために、約３ヶ
月間、みんなと一緒に楽しく運動し、心も体もリフレッシュしま
せんか？
■対象者　町在住の65歳以上の方
　心疾患を有する方、かかりつけの医師から運動を止めら
れている方は、対象外とします。
※必ず主治医の情報提供書が必要です（後日配布・費用
は実費となります）
■会場　クアハウス白浜（白浜町）
※会場へは、ふれ愛センターからバスで送迎
■期間及び時間　平成28年１月８日～３月末

（毎週金曜日：全12回）
午前12時～16時30分（ふれ愛センター出発から解散まで）
■内容　プールでのエクササイズ・大広間での腰痛体操や
肩こり体操など
■利用料　○新規参加者は無料　○再利用者（前回まで
に水中運動教室に参加したことがある方）は、１回５００円
※水着をレンタルされる方は、１回１００円
　申し込み時にスポーツ保険料等１,０１０円が別途必要で
す（１月4日以降に参加申込みを取り消されても、保険料は
返却できません）。
■定員　２５名（希望者多数の場合は優先度が高いと判
断された方を優先させていただきます。）
■申込締切　12月18日（金）まで（お早めにお願いします）
■申し込み・お問い合わせ先　地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　　　（☎74－８０６５）へ

申込み不要！どなたでも参加できます。
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■開催期間　平成28年１月６日～３月23日まで
                   （３ヶ月間、全12回）
                   毎週水曜日、午前９時30分～11時30分
※都合により日程を変更する場合があります。
■対象者　おおむね65歳以上で、運動しても差し支え
のない方
■定　員　20名（定員になり次第締め切ります）
■場　所　東岩代集落センター
■参加費　無料
■内　容　運動を中心とした教室
　体力アップやバランス力の向上を目的に、中高年者に
あった内容で実施します。運動指導の先生が中心にお
手伝いします。
■教室の流れ　各自東岩代集落センターに集合 → 健
康チェック（血圧測定など） → ストレッチ、ステップ運動、
椅子の筋トレなど
■申し込み先　12月18日（金）までに電話でお申し込み
ください。
※申し込み及びくわしくは、町地域包括支援センター
（☎74―８０６５）へ

　いつまでも健やかに、生き生きと毎日を過ごすために、
運動習慣のある方もない方も、一緒に楽しく体を動かして
みませんか。
　３か月間みなさんと一緒に無理のない簡単な運動に取
り組みます。ぜひこの機会にご参加ください。

日　時
場　所
対　象
内　容

12月24日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
①赤ちゃん人形で抱っこの練習
②スリングの使い方や授乳時の姿勢 など

日時

場所
内容
講師

主催
後援

１２月４日（金）午後１時３０分～２時（受付）
※血圧測定等（希望者のみ）　
午後２時～３時３０分まで（講演）
ふれ愛センター
減塩や健康管理の重要性について
門司掖済会病院（北九州市）
　大田祐子内科部長
和歌山県立医科大学　有田幹雄特任教授

日本高血圧協会和歌山県支部
みなべ町

：
：
：
：

マタニティー＆ベビーサロン

も　　じ　えき　さいかい



子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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10 12
■南部幼、クリスマス会
■清川小、陶芸教室
■上南部中3年、喫煙防止教室
■献血（9：00～10：30堺漁港
/11：30～13：00ミナベ化工㈱
様/14：30～16：30はあと館前）
■人権・行政相談（13：30～・役
場）
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（15：30～）

■清川保、おもちつき ■南部幼、絵本読み聞かせ・ふれあ
いの日
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■清川小、廃品回収
■高城中・南部中、文化祭

1311世界人権デー 12月議会開会予定

3 5
■南部小1年、食育授業
■高城小3年・清川小3年、社会見学
■南部小5年・上南部小5年、喫煙
防止教室

■上南部保、もちつき大会
■愛之園保、避難訓練
■南部小3年、食育授業
■高城小、校内マラソン大会
■清川小5・6年、こんにゃく作り
■おひさま広場（保育所開放）、お
外で自由遊び（10：00～・高城保）
■知って得する健康講座（13：30
～・ふれ愛センター）

■高城保、発表会
■白梅幼・南部幼、おもちつき
■町内マラソン大会（9：00～・須
賀神社前）

■清川保、発表会
■ひかり保、おゆうぎ会
■高城小、空きビン・アルミ缶回収
■上南部中、廃品回収

64国際障害者デー

17 19
■南部保、クッキング
■育児講座　ハッピー☆クリスマ
ス会（10：00～・ふれ愛センター）
■南部長寿大学、（14：00～・南部
公民館）

■南部保・清川保・ひかり保、避難
訓練
■高城保、おでんパーティー
■消費生活相談会（13：00～・役場）

■白梅幼、園開放日
■冬休み　おはなし会（14：00
～・ゆめよみ館）
■町なわとび大会（南部小体育館）

■クライミング競技会（ふれ愛セ
ンター）　

2018 食育の日

24 26
■南部保・高城保・清川保、クリスマス会
■高城保・清川保、クッキング
■愛之園保、Ⅹ'masバイキング
パーティー
■おひさま広場（保育所開放）、ク
リスマス会（10：00～南部保・高
城保・清川保）
■南部幼・白梅幼・各小中学校、終業式
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）
■サンタクロース大作戦ｉｎみなべ
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■上南部保、クリスマス会
■愛之園保、避難訓練
各納期　国民健康保険税・後期高
齢者医療保険料（各普通徴収6期）

■ひかり保、終業式
■消防団年末警戒（～30日）

2725

31
■うめ振興館開館（～３日）

1/1元日
◆共同募金運動◆歳末たすけあ
い運動・ＮＨＫ海外たすけあい
（～12月25日）
◆大気汚染・地球温暖化防止推進
月間◆脱スパイクタイヤ推進月

間◆模倣品・海賊版撲滅キャン
ペーン◆障害者週間（3日～9日）
◆人権週間（4日～10日）◆北朝鮮
人権侵害問題啓発週間（10日～
16日）

毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●10日（木）13：30～15：30
◇役場で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センター（東本庄）で

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇はあと館（片町）で

●24日（木）13：00～15：00
◇南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●12日（土）（9：30～16：00）年
金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

●18日（金）13：00～16：00
◇役場で
◆消費生活相談（県消費生活セン
ター相談員）

●連絡は教育学習課
（℡74-2191）へ

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児童
委員さんと一体になって活動する
主任児童委員さんもいます。近く
の民生児童委員さんのお名前やく
わしいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ。

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

●IP電話・PHSからは
　　　　　℡03-6700-1165へ
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

7 8 9
■上南部保、クッキング
■高城保、おもちつき大会
■南部幼、絵本読み聞かせ
■おひさま広場（保育所開放）、自
由遊び（10：00～・愛之園保・上南
部保）
■岩代小、ふれあい作文発表会

■南部保、おもちつき大会
■上南部保、交通安全教室
■清川保、絵本の読み聞かせ
■南部保・南部幼、南高生職業体験
（～11日）
■高城小、防災訓練
■上南部小、不審者対応訓練
■上南部中、校内マラソン大会
■１歳６か月児健診（12：45～・
ふれ愛センター）

■愛之園保、ｅｃｏ孫爺
■南部小2年、はまゆう支援学校と
の交流
■清川小、校内マラソン大会

1 2

■上南部保、避難訓練・消防車両見
学・ふれ愛センター訪問
■愛之園保、クッキング
■南部小岩代小合同、観劇会
■高城小4～6年、学習発表会

■南部保、防火啓発活動（鼓笛演奏）
■南部幼、不審者対応訓練
■岩代小・上南部小、校内マラソン
大会
■パッチワーク作品展（～13日・
ゆめよみ館）

デジタル放送の日
世界エイズデー
省エネ総点検の日

14 15 16
■高城保と清川保、交流会
■高城保、お弁当作り
■南部小1～3年、人権作文発表会
■上南部小、音楽会
■4か月・10か月児健診（12：45
～・ふれ愛センター）

■南部保、絵本の読み聞かせ
■南部幼、虹訪問
■南部小4～6年、人権作文発表会
■３歳６か月児健診（12：45～・
ふれ愛センター）

21 22 23
■高城保、避難訓練
■愛之園保、虹訪問
■南部幼、ゆうゆう館訪問
■白梅幼・岩代小、クリスマス会
■おひさま広場（保育所開放／
10：00～）、クリスマス会（愛之園
保）・自由遊び（上南部保）
■高城小5・6年、しめ縄づくり

■わくわくクリスマスコンサート
（13：30～南部公民館）

■愛之園保、ゆうゆう館訪問

天皇誕生日

28 29 30
■各保育所、保育納め
■ゆめよみ館休館（～4日）

官公庁仕事納め



広
報
み
な
べ
12
月
号　

平
成
27
年
12
月
１
日
発
行（
第
135
号
）
編
集
発
行
・
み
な
べ
町
総
務
課　

〒
645ｰ

0002　
和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地　

TEL
０
７
３
９ｰ

72ｰ

２
０
１
５
㈹　

FAX
０
７
３
９ｰ

72ｰ

１
２
２
３

公共下水

（件）

1,457／約2,100　（69.4％）（前月比＋3）
農業集落排水

町の下水道整備（つなぎ込み）状況町の下水道整備（つなぎ込み）状況

（10月末 現在）

男
女
人口
世帯数

10月末現在
６，３８７人
７，０６６人
１３，４５３人
４，８２０世帯

（前月比）
（－18人）
（－5 人）
（－23人）
（－1世帯）

10月中の異動
出生 　 ４人
死亡   19人
転入　23人
転出　31人

高齢化（65歳以上）
割合  29.6％

人のうごき西岩代 116／129 （89．9％） （前月比±0）
東岩代 150／181 （82．9％） （前月比±0）
受　領   35／37 （94．6％） （前月比±0）
共和東 220／260  （84．6％） （前月比±0）
本　郷 119／129  （92．2％） （前月比±0）
共和西   52／77 （67．5％） （前月比±0）
西本庄 224／264 （84．8％） （前月比±0）
晩稲熊岡 228／364 （62．6％） （前月比±0）

みなべ町のホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

広報みなべは再生紙を
使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆QRコード
http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

高城小学校が５年連続で優良賞を受賞
第19回　和歌山県花いっぱいコンクール

和歌山県花を愛する県民の集い主催による「第１９回和歌山県花いっぱいコンクール」が開催されました。
審査の結果、高城小学校が「学校の部」で、優良賞を受賞、高城小学校は、５年連続での受賞となります。

高城小学校のこどもたち


